
の海外相場

Open

High

Low

Settlement
Change

EFP 7.15 7.30 0.060 0.065 0.00 1.00 -27.00 -20.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前　50.7 予　51.0 前　0.2％ 予　0.3% 前　-12.8％ 予　3.3％ 前　4.7％ 予　4.7％ 前　1.4％ 予　1.4％

前　1 予　1 前　20.8万件 予　21.1万件 前　0.1％ 予　0.4％

前　135.1 予　133.5 前　166.1万人 予　166.6万人 前　92.0 予　92.1

前　0.7％ 予　0.6％

前　47.0 予　47.3  前　94.3 予　94.4 前　103.1 予　103.0

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

-414.2 

45.1

2019/9/18

1.3

31.8

Gold (Moz)

9月 リッチモンド連銀製造業指数

1,616.2

1,643.3963.7

1,517.9

2,198.3

-36.1 

239.9 1,414.1

627.640.3 1,784.1

8.4

387.7 2,084.5

3,498.6

-54.2 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

17.990

9月 購買担当者景気指数 7月 ケース・シラー米住宅価格指数

JP　  黒田東彦日銀総裁発言

18.380

LBMA/LPPM Fixing ($)

9月23日

1,658.00

955.00

          コメント

Thu Fri

Precious Metals

ゴールド・シルバー・プラチナは上昇、パラジウムは略横ばいとなった。欧州時間は軟調な9月のユーロ圏購買担当者景気指数を受けたほか、ドラギECB総裁

がユーロ圏経済は回復のめどが立っておらず、製造業の長引く低迷は経済全般に悪影響を及ぼしかねないという認識を示したことを背景に、景気後退への
不安が高まり、ゴールドは上昇した。米国時間は米国債利回りが欧州債利回りに追随して低下したこともゴールドのサポート材料となった。シルバー・プラチ
ナはゴールドにつられて上昇した。一方、パラジウムは上げ下げがある中で結果として略横ばいで引けた。

FX

ドルは主要通貨に対して下落した。欧州時間はドイツやEUのPMIが市場予想以上に落ち込み、ECBが更なる景気刺激策を導入するとの観測が広がる中で

ユーロ売りが入った。米国時間は欧州債利回りの低下に連れた米国債利回りの低下に伴い、ドル売り・円買いが優勢となった。ドル/円終値107.57 、ユーロ/ド

ル終値は1.0995。

8月 個人消費支出8月 新築住宅販売件数 4-6月期 四半期ＧＤＰ個人消費

AM

1,519.50

 Fixing Prices

2019年9月24日

1,616.1944.0

953.9
11.3

1,625.6
0.6

PM

956.00

1,651.00

1,522.10

Silver (Dec) Platinum (Oct) Palladium (Dec)

0.862

18.030

18.780

18.711

944.1

8月 個人所得

9月 ミシガン大学消費者態度指数

9月23日

USA

COMEX/NYMEX ($) Gold (Dec) 

16.4

1,534.4

1,521.5

1,531.5

前週分 新規失業保険申請件数

JP　9月 消費者物価指数

EU　9月 経済信頼感EU　 ドラギＥＣＢ総裁発言

JP　黒田東彦日銀総裁発言

EU 9月 購買担当者景気指数

Asia

独　9月 ＩＦＯ企業景況感指数

英　カーニーＢＯＥ総裁発言Europe EU　ドラギＥＣＢ総裁発言

9月 消費者信頼感指数

JP　日銀・金融政策決定会合議事要旨

前週分 失業保険継続受給者数

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としてお

り、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。


